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はじめに 

 

地球温暖化対策の推進及びエネルギーセキュリティーの確保のためには、再生可能エネ

ルギーを一層強力に促進することが重要である。特に、東日本大震災及び福島第一原子力

発電所の事故を契機として、そのニーズが高まってきている。なかでも、太陽光発電や風

力発電に比べて安定した発電が可能であり、ベース電源となりうる地熱発電を推進してい

くことは極めて重要である。 

しかしながら、我が国では、近年（1999 年の八丈島発電所以降）、地熱発電の新規立地

がない状況にある。この理由としては、開発リスク・開発コストの大きさや、開発に当た

っての地元関係者との調整の困難性が挙げられる。地熱の開発リスクを低減するために、

地熱発電の資源分布に関わる情報を精緻化し、関係者間の情報共有等を図ることが重要と

考えられる。 

環境省では、地熱発電の導入ポテンシャルに関しては、平成 21 年度から「再生可能エネ

ルギー導入ポテンシャル調査」及び「再生可能エネルギーに関するゾーニング基礎情報整

備」を実施し、全国規模での推計を実施してきた。本業務は、地熱発電の資源分布に関す

る情報の精度向上を図り、これまでの調査よりも精密な導入ポテンシャル推計に資すると

ともに、広く地熱開発事業者の利便性向上につなげることを目的として実施した。 

 

本報告書は、これらの成果をとりまとめたものである。なお本業務では、地熱資源量の

評価方法として USGS 容積法を用いているが、資源密度の評価にあたっては容積法以外に、

Stored Heat 法とモンテカルロ解析を組合せた手法などもあり、また、実事業における詳細

調査には、熱水流動シミュレーション等が行われることが多いことをここに付記しておく。 

 

本業務は環境省の平成２５年度委託事業として、株式会社エックス都市研究所、独立行

政法人産業技術総合研究所、アジア航測株式会社の３者が共同実施者として実施した。 

本業務の実施にあたっては、作業進捗会議を設置し、有識者の方々に外部アドバイザー

になって頂き、ご助言・ご指導を頂いた。また、ヒアリング等を通じて多くの方々のご協

力を賜った。この場をお借りして感謝申し上げたい。 
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